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12
月
1
日
（
日
）
市
ヶ
谷
駐
屯
地
に
お
い

て
、
令
和
元
年
度
陸
上
幕
僚
長
感
謝
状
贈
呈

式
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
贈
呈
式
で
は
、
日

頃
か
ら
自
衛
隊
に
対
し
て
ご
支
援
・
ご
協
力

を
頂
い
て
い
る
方
々
に
感
謝
の
意
を
こ
め
て
、

陸
上
幕
僚
長
湯
浅
悟
朗
陸
将
か
ら
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

山
梨
県
か
ら
は
、
株
式
会
社
テ
レ
ビ
山
梨

取
締
役
相
談
役
で
あ
る
金
丸
康
信
氏
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
金
丸
氏
は
、
平
成
25
年
11
月

に
山
梨
県
自
衛
隊
退
職
者
雇
用
協
力
会
の
会

長
に
就
任
、
6
年
に
わ
た
っ
て
退
職
自
衛
官

の
再
就
職
と
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
こ
の

功
績
に
よ
り
陸
上
幕
僚
長
感
謝
状
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
懇
談
会
で
は
、
陸
上
幕
僚
長
が

受
賞
者
の
方
々
の
テ
ー
ブ
ル
を
回
り
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
に
謝
意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

様
々
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

山
梨
地
本
は
、
今
後
と
も
協
力
者
の
皆
様

か
ら
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
本
一
丸
と

な
っ
て
任
務
の
完
遂
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

陸
上
幕
僚
長
感
謝
状
贈
呈
式

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
に
は
平
素
よ
り
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
に
対

し
て
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
は
皆
様
の
お
力
添
え
の
お
か
げ
で
、

防
衛
大
臣
よ
り
第
１
級
賞
状
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
依
然
と
し

て
厳
し
く
、
自
衛
隊
は
北
朝
鮮
や
尖
閣
諸
島
の
危
機

対
応
を
行
う
と
と
も
に
、
国
内
で
は
大
規
模
自
然
災

害
等
へ
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
梨
地

方
協
力
本
部
は
有
効
求
人
倍
率
の
増
加
と
少
子
化
に

伴
う
募
集
環
境
悪
化
の
中
で
、
山
梨
県
の
自
衛
官
募

集
・
援
護
・
予
備
自
衛
官
等
の
管
理
・
広
報
・
渉
外

と
い
っ
た
地
域
社
会
と
の
窓
口
業
務
を
担
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
皆
様
に
は
、
新
年
も
旧
に
倍
す
る
ご

厚
情
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
は
1
月
、
2

月
、
3
月
に
も
自
衛
官
候
補
生
の
採
用
試
験
を
行
う

予
定
で
す
。
大
学
・
高
校
を
卒
業
予
定
で
ま
だ
就
職

が
決
ま
っ
て
い
な
い
方
、
既
に
社
会
人
に
な
ら
れ
た

方
で
も
採
用
上
限
年
齢
が
33
歳
未
満
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
の
で
、
多
く
の
方
々
に
国
家
公
務
員
に
な

る
チ
ャ
ン
ス
が
残
っ
て
い
ま
す
。

自
衛
官
候
補
生
は
任
期
制
の
雇
用
形
態
で
す
が
、

平
和
を
守
り
社
会
に
貢
献
す
る
と
い
う
や
り
が
い
の

あ
る
仕
事
で
す
。
給
与
は
年
２
回
の
賞
与
を
含
め
、

景
気
に
左
右
さ
れ
ず
安
定
的
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
任

期
を
継
続
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
し
、
試
験
を
受
け

て
陸
海
空
曹
に
な
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。
任
期
満
了

に
よ
り
退
職
す
る
場
合
は
、
希
望
に
基
づ
い
て
就
職

先
を
援
助
し
ま
す
し
、
特
例
退
職
金
も
支
給
さ
れ

ま
す
。
自
衛
隊
で
の
勤
務
を
通
じ
て
成
長
し
て
い

た
だ
き
、
将
来
進
む
べ
き
道
を
見
つ
け
て
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
と
い
う
制
度
で
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
応
募
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
衛
官
は
若
年
定
年
制
を
採
用
し
て
い
ま
す
の

で
、
50
歳
代
半
ば
で
退
職
し
ま
す
が
、
地
域
社
会

に
再
就
職
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域

社
会
の
伝
統
・
文
化
の
継
承
者
、
地
域
産
業
の
担

い
手
、
あ
る
い
は
自
治
体
の
防
災
監
と
し
て
地
域

社
会
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
活
躍
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
自
衛
隊
と
地
域
社
会
がWin-Win

の

共
生
関
係
に
な
れ
る
よ
う
努
め
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
本
年
も
誠
実
か
つ
謙
虚
に
地
域

社
会
と
の
窓
口
業
務
を
担
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、

皆
様
に
は
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
を
何
卒
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
長

1
等
陸
佐

新
宅
正
章

山
梨
地
本
は
、
第
１
特
科
隊
と
と
も
に
11

月
30
日
（
土
）
及
び
12
月
１
日
（
日
）
に
実

施
さ
れ
た
第
56
回
山
梨
県
一
周
駅
伝
競
走
大

会
を
支
援
し
ま
し
た
。

両
日
と
も
、
車
両
７
台
を
運
行
し
、
審
判
、

救
護
員
等
の
競
技
役
員
を
乗
せ
、
円
滑
な
大

会
運
営
に
寄
与
し
ま
し
た
。

こ
の
際
、
選
手
と
と
も
に
駅
伝
コ
ー
ス
を

走
る
車
両
に
は
、
自
衛
官
募
集
を
Ｐ
Ｒ
す
る

横
断
幕
を
装
着
す
る
な
ど
、
沿
道
で
応
援
す

る
方
々
に
自
衛
官
募
集
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
２
日
目
の
ス
タ
ー
ト
地
点
と
な
っ

た
富
士
吉
田
市
役
所
前
で
は
、
山
梨
地
本
の

職
員
が
自
衛
官
募
集
の
の
ぼ
り
旗
を
持
ち
、

自
衛
官
募
集
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

な
お
、
競
技
は
、
19
区
間
（
１
５
４
．
１

キ
ロ
）
で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
18
個
チ
ー
ム

の
う
ち
、
甲
府
チ
ー
ム
が
８
時
間
28
分
58
秒

の
タ
イ
ム
で
２
年
連
続
総
合
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

山
梨
地
本
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
す

る
機
会
を
利
用
し
、
自
衛
隊
の
活
動
に
対
す

る
理
解
を
求
め
る
と
と
も
に
、
自
衛
官
募
集

を
周
知
し
て
参
り
ま
す
。

山
梨
県
一
周
駅
伝
競
走
大
会
を
支
援

人
事
往
来

【
転
入
者
】

（
令
和
元
年
12
月
１
日
付
）

甲
府
募
集
案
内
所
長

三
等
陸
佐

吉
田

健
一

（
自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部
）

【
転
出
者
】

（
令
和
元
年
12
月
１
日
付
）

甲
府
募
集
案
内
所
長

二
等
陸
佐

浅
井

玄
誠

（
新
発
田
駐
屯
地
業
務
隊
長
）
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令
和
元
年
11
月
10
日
（
日
）
山
梨

地
本
は
、
武
山
駐
屯
地
で
実
施
さ
れ
た

予
備
自
衛
官
補
の
修
了
式
に
参
加
し
ま

し
た
。

こ
の
日
、
教
育
訓
練
を
修
了
し
た
予

備
自
衛
官
補
は
37
名
で
、
そ
の
う
ち
２

名
の
者
が
山
梨
県
出
身
者
で
し
た
。
い

ず
れ
も
建
設
資
格
を
持
つ
技
能
職
の
予

備
自
衛
官
補
で
す
。
翌
11
日
付
で
予
備

自
衛
官
に
任
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
式

終
了
後
、
予
備
自
衛
官
の
辞
令
書
を
援

護
課
長
か
ら
手
交
し
、
じ
後

の
活
躍
を
祈
念
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
予
備
自
衛
官
と
し

て
年
間
５
日
間
の
訓
練
に
参

加
し
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た

め
に
備
え
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。

予
備
自
衛
官
補
の
方
々
は

「
今
後
は
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
五
日

間
訓
練
に
参
加
し
て
、
自
衛
官
と
し
て

の
知
識
、
技
能
等
の
練
度
を
上
げ
て
い

き
た
い
。
」
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。

山
梨
地
本
で
は
、
予
備
自
衛
官
の
皆

さ
ん
と
の
連
絡
調
整
を
密
接
に
行
い
、

訓
練
招
集
等
へ
の
参
加
に
便
宜
を
図
る

等
、
皆
さ
ん
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し

て
参
り
ま
す
。

自衛隊音楽まつりに募集対象者等を引率

令
和
元
年
度
防
衛
白
書
説
明

山
梨
地
本
は
、
11
月
29
日(

金)

国
立
代
々
木
競
技
場
第

１
体
育
館
で
行
わ
れ
た
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り(

リ
ハ
ー
サ

ル
公
演)
に
募
集
対
象
者
等
38
名
を
引
率
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
は
、
陸
海
空
自
衛
隊
の

音
楽
隊
、
防
衛
大
学
校
儀
仗
隊
、
第
３
０
２
保
安
警
務
中

隊
の
ほ
か
、
在
日
米
陸
軍
、
米
海
兵
隊
、
ド
イ
ツ
及
び
ベ

ト
ナ
ム
の
軍
楽
隊
が
参
加
し
、
総
勢
計
１
０
０
０
名
の
国

際
色
豊
か
な
音
楽
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
音
楽
ま
つ
り
は
、
会
場
に
設
置
さ
れ
た
大
型
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
に
表
示
さ
れ
た
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
始
ま
り
ま

し
た
。
一
曲
目
か
ら
音
楽
隊
の
一
糸
乱
れ
ぬ
動
き
と
演
奏

が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
自
衛
隊
歌
姫
の
魅
力
あ
る
歌
声

が
会
場
全
体
に
響
き
渡
り
、
演
奏
が
終
わ
る
と
観
客
席
か

ら
大
き
な
拍
手
が
沸
き
あ
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
の
駐
屯
地
太
鼓
チ
ー
ム
か
ら
選
抜
さ
れ
た

15
個
の
チ
ー
ム
が
「
自
衛
太
鼓
」
を
演
奏
し
ま
し
た
。
山

梨
県
か
ら
は
北
富
士
駐
屯
地
で
活
動
中
の
「
北
富
士
天
王

太
鼓
」
が
参
加
し
、
勇
壮
な
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

約
２
時
間
の
息
付
く
暇
の
な
い
音
楽
ま
つ
り
を
観
覧
し

た
募
集
対
象
者
か
ら
は
「
今
回
初
め
て
参
加
し
た
が
、
と

て
も
感
動
し
た
。
次
回
も
ま
た
観
に
行
き
た
い
で
す
」

「
太
鼓
の
演
奏
や
フ
ァ
ン
シ
ー
ド
リ
ル
の
空
包
の
音
に
驚

い
た
。
で
も
楽
し
か
っ
た
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。山

梨
地
本

は
、
今
後
と

も
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
、

自
衛
隊
を
身

近
な
存
在
と

し
て
理
解
し

て
い
た
だ
く

活
動
を
続
け

て
参
り
ま
す
。

山
梨
地
本
は
、
10
月
23
日
（
水
）
か
ら
約
一
ヶ

月
を
か
け
て
、
「
令
和
元
年
版
日
本
の
防
衛
（
以

下
「
防
衛
白
書
」
と
い
う
。
）
」
を
県
知
事
及
び

各
市
町
村
長
に
説
明
し
て
回
り
ま
し
た
。

「
防
衛
白
書
」
は
、
我
が
国
の
防
衛
の
現
状
と

課
題
及
び
そ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
広
く
内

外
へ
の
周
知
を
図
り
、
理
解
を
得
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
防
衛
省
公
式
の
刊
行
物
で
す
。

10
月
23
日
（
水
）
の
南
ア
ル
プ
ス
市
長
へ
の
説

明
を
皮
切
り
に
「
防
衛
白
書
」
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

を
利
用
し
て
、
我
が
国
周
辺
の
国
際
情
勢
と
防
衛

省
・
自
衛
隊
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
、
自

衛
隊
に
対
す
る
各
自
治
体
の
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
と
各
自
治
体
と
の
連
携

強
化
を
図
り
ま
し
た
。
県
知
事
及
び
各
市
町
村
長

の
自
衛
隊
に
対
す
る
関
心
は
高
く
、
説
明
後
も
様
々

な
質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
、
充
実
し
た
白
書
説
明

に
な
り
ま
し
た
。

山
梨
地
本
は
、
今
後
と
も
各
自
治
体
と
の
連
携

強
化
を
図
り
、
防
衛
基
盤
及
び
募
集
基
盤
の
拡
充

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

◇出身校:笛吹高校
◇入隊良かった事:毎日、規則正しい生
活ができるようになり、時間を効率よ
く使うことができるようになったこと
です。また、気持ちを高めあえる同期に出会えたことです。
◇入隊して苦労した事:休みの日に早く起きなければならなかったことです。
◇今後の目標:常に上を目指して頑張ることです。
◇後輩への一言:自衛隊では同期と毎日協力し合って、生活するの
で楽しく、自分を変えられる環境だと思います。

予
備
自
衛
官
補
教
育
訓
練
修
了
式

山
梨
地
本
は
11
月
21
日
（
木
）
、
内
閣
官
房
、

消
防
庁
、
山
梨
県
、
山
中
湖
村
で
実
施
し
た
令
和

元
年
度
山
梨
県
国
民
保
護
実
働
訓
練
に
参
加
し
ま

し
た
。

本
訓
練
は
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
を
見
据
え
、
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
競
技

の
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
テ
ロ
の

発
生
を
想
定
し
、
各
機
関
が
連
携
し
て
、
初
動
対

応
や
被
災
者
の
救
出
・
救
護
・
搬
送
の
実
働
訓
練

を
行
う
こ
と
で
、
テ
ロ
災
害
へ
の
対
応
能
力
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
県
内
関
係
各
機
関
の
更
な
る

連
携
の
強
化
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
山
中
湖
交
流
プ
ラ
ザ
「
き
ら
ら
」

に
お
い
て
、
化
学
（
サ
リ
ン
）
爆
弾
爆
発
が
起
こ
っ

た
こ
と
を
想
定
し
、
負
傷
者
の
救
出
・
搬
送
訓
練

が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
も
う
１
つ
の
会
場
で
あ

る
山
中
湖
花
の
都
公
園
で
は
、
爆
弾
が
発
見
さ
れ

た
こ
と
を
想
定
し
、
爆
発
物
処
理
等
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
、
約
40
機
関
約
５
０
０
名
が
参
加
し
、

自
衛
隊
は
、
第
１
特
科
隊
が
警
察
・
消
防
等
の
関

係
各
機
関
と
連
携
し
た
負
傷
者
の
救
出
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
（
Ｕ
Ｈ
―
１
Ｊ
）
に
よ
る
搬
送
を
行
い
ま

し
た
。

山
梨
地
本
は
、
今
後
も
国
民
保
護
訓
練
等
に
積

極
的
に
参
加

し
、
関
係
機

関
と
の
連
携

強
化
及
び
地

域
の
国
民
保

護
の
た
め
の

措
置
に
対
す

る
理
解
促
進

並
び
に
防
衛

省
・
自
衛
隊

へ
の
理
解
促

進
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

山
梨
県
国
民
保
護
実
働
訓
練
に
参
加
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